
熊本県産業廃棄物処理施設建設候補地検討会について 
 
県では、公共関与による産業廃棄物管理型最終処分場の建設候補地について

検討するため、平成１５年７月１日に「熊本県産業廃棄物処理施設建設候補地

検討会」を設置して、検討を進めてきました。 
検討会は、学識経験者、関係団体、行政等の１５人で構成し、この検討会の

中に、学識経験者で構成する専門家会議を設置しました。 
平成１６年２月９日に、この検討会から８箇所の候補地が知事に提言されて

います。 
 
１ 検討会の経緯 
  平成１５年 ７月１７日   第１回建設候補地検討会 
        〃       第１回専門家会議 
 
  平成１５年 ７月３１日   第２回専門家会議 
 
  平成１５年 ８月 ４日   第２回建設候補地検討会 

 
平成１５年 ９月 １日   第３回建設候補地検討会 

  

平成１５年１１月 ６日   第４回建設候補地検討会 

 

平成１５年１２月２６日   第５回建設候補地検討会 

 

  平成１６年 １月１３日 

         ～１５日   建設候補地検討会による現地踏査 

 

  平成１６年 １月１９日   県議会産業廃棄物対策特別委員会との 

意見交換会 

  

平成１６年 ２月 ５日   第６回建設候補地検討会 

 

  平成１６年 ２月 ９日   建設候補地検討会から知事へ提言 

 

 



 ２ 審議状況 
（１）第１～３回建設候補地検討会 

法令上の規制や管理型最終処分場の立地が難しいと思われる地域（活

断層、水源等）を割り出し、これらの地域以外から、最終処分場に適し

た地形を候補地として抽出するとともに、土地所有者等の情報に基づく

候補地を抽出。（県下全域で１３４箇所を抽出） 
 

（２）第４回建設候補地検討会 
上記１３４箇所の候補地について、法規制や技術的問題、現実的問題

として処分場建設が困難と考えられる項目（流域の位置関係、住宅から

の距離等）により評価し、４２箇所に絞り込む。 
 

（３）第５回建設候補地検討会 
上記４２箇所の候補地について、立地特性（土地利用状況等）、安全性

（急傾斜地崩壊危険箇所等）、環境特性等の観点から評価を行い、１４箇

所の候補地に絞り込み、現地踏査を行うことを決定。 
 
（４）第６回建設候補地検討会 

上記１４箇所の候補地について、現地踏査及び県議会産業廃棄物対策

特別委員会との意見交換会を踏まえ、経済性を含む総合的な評価を行い、

最終候補地として８箇所を選定。 
 
 ３ 提言内容 
   公共関与による管理型最終処分場の建設候補地 

市町村名 大 字 名 
本渡市 宮地岳町 
菊池市 原 
菊水町 久米野 
三加和町 大田黒 
南関町 下坂下 
錦町 木上 

多良木町 多良木 
苓北町 志岐 

 
 


